
 

足立区教育委員会では ＳＤＧｓ教育を推進しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

足立区立中島根小学校 

 

取組,１ 人権と生命を尊重する教育の推進                             

 

取組,２ 体力向上に向けた取組の推進                             

 

取組,３ 基礎的・基本的な学力の定着                             

 

取組,４ 魅力ある教育活動の展開                             

自他の生命や人権を尊重する心を育てるとともに、自ら生きる目標を求めその実現に努める態度

を育てる。道徳の時間を充実させ、教育活動全体を通して自尊感情や自己肯定感を高めていく。 

教育活動全体を通して、社会の一員としての規範意識や公共心、思いやりの心をはぐくむ指導の

充実を図り、いじめの起きにくい学校づくりを推進する。SC をはじめ関係諸機関等との連携を

密にし、学校全体で組織的にいじめの防止や早期解決を図る。 

オリンピック・パラリンピック教育「学校２０２０レガシー」の継続のために、体育授業の改善、

日常的な運動機会の充実を行う。また、広い校庭を活用し、毎日直線１００ｍ１本チャレンジを行

うとともに、各領域の向上月間を設ける。 

体力調査を踏まえた体力向上推進計画に基づき、発達段階に応じた教育活動全体における適切な運

動を経験させ、自ら進んで運動に親しむ態度や能力を身に付け、心身を鍛え、体力の向上を図る。 

足立スタンダードを基に指導のねらいを明確にした授業を行うとともに、学ぶ楽しさや充実感を味 
わえるように指導法を工夫する。 
基礎的・基本的な学力の確実な定着を図るために、児童が自ら課題を見付け、調べ、解決する教育 
活動を推進し、個別支援を充実させる。 
近隣の幼稚園・保育園との幼保小連携のブロック会議を通じ、幼児期の発達や小学校教育へ学びの 
連続性の方向性の共通理解を進める。また、学びの連続性の観点から、六月中学校、保木間小学校 
との三校による連携・研究を一層推進することで、基本的生活習慣の定着や学力の向上を図る。 

一人一台のタブレット端末を有効に活用し、個別に最適化した課題に取り組ませることで効果的 
な学びや支援を行っていく。また、調べ学習や児童同士の意見交流を積極的に行い、「主体的・対 
話的で深い学び」を実現していく。 
ＳＤＧｓ教育の一環として、グリーンカーテンと学年の果樹を活用する。 
全校で育てることを通して、より良い環境を作る意識を高める。 


